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国土交通省砂防部長よりご挨拶 
 

会員のみなさまにおかれましては、各地の土砂災害の防止・軽減に多大なるご尽力をいただい
ており、誠にありがとうございます。特に、都道府県や地方整備局等の砂防部局の実施する砂防
関係事業に対し、ご支援・ご協力をいただいており深く感謝申し上げます。 

また、7 月、8 月を中心に今年も全国で土砂災害が多発しており、被害に遭われた地域の皆様
に心よりお見舞いを申し上げます。 

 
さて、国土交通省では８月末に令和 4 年度概算要求を財務省に提出いたしました。砂防関係

では、近年の土砂災害実態に鑑み、今後の社会経済動向も見据え、時代に即した土砂災害対策
を進めるために、全国からいただいたご提案等を踏まえ砂防部内での議論を繰り返し概算要求と
して取りまとめております。 

具体的には、流域治水の考え方に基づいて地域社会の「いのち」と「くらし」を守る土砂災害対
策を計画的に推進することとして、社会生活や経済活動を支える地域の基礎的インフラの集中保
全や地域防災力を高める警戒避難体制の強化などを目指してまいります。この夏発生した土砂災
害でも、事前防災で整備された砂防堰堤が土石流を捕捉し、災害の防止・軽減に役立った事例
が多数報告されております。保全効果の大きい砂防関係施設を、１基でも多く１年でも早く完成さ
せることで、確実に「いのち」と「くらし」を守っていきたいと考えます。一方、土砂災害により家屋や
道路が埋塞する等の物的被害が生じたものの、事前に避難指示が発令され多くの人が避難して
いたため人的被害は発生しなかった事例も報告されています。ソフト対策に関しても身の回りの土
砂災害リスクを知っていただくための取り組み等にしっかりと取り組むこととしております。 

さらに新規事項として、林野庁との連携による流域流木対策やまちづくりに資する土砂災害対
策の集中的支援、砂防における原型復旧に拘らない災害復旧の促進を要求していきます（詳細
は別添資料参照）。なお、令和 3 年度からスタートしました「防災・減災、国土強靭化のための５か
年加速化対策」の令和 4 年度予算での扱いについては、年末の予算編成過程で検討するとされ
ており、今回は予算額を計上しない事項要求となっております。 

 
近年の土砂災害発生件数は気候変動の影響もあり増加傾向にあり、8 月末時点で全国で 848

件の土砂災害の発生が報告されております。このうち７月 3 日に静岡県熱海市において発生した
土石流では２６名もの尊い人命が失われ、今なお１名の方が行方不明となられております（8 月末
時点）。さらに８月１１日以降の日本列島に停滞した前線に伴う大雨では、土砂災害警戒情報が３
６都道府県で発出され、広範囲かつ甚大な被害をもたらしています。今後の土砂災害対策を進め
ていくうえでは、予算確保と合わせて土砂災害対応力の充実強化が強く求められます。現場での
最新技術の積極活用を図るとともに、砂防関係部局の組織体制の充実強化に加えて、各組織で
のスキルアップが重要であり、研修等の取り組みを砂防関係部局からも積極的に支援させていた
だいております。 

9 月は本格的な台風シーズンとなり、まだ土砂災害に対する警戒が必要な時期は当分継続しま
す。土砂災害警戒情報が発表された場合、適切に状況を把握され躊躇無く避難指示を発令され
るなど、万全の備えで臨んで頂けますようお願いを申し上げます。 

これから本格化する令和４年度予算の編成に向けましては、会員各位の情報発信に頼る部分
が大きいところです。コロナ禍の難しい対応が迫られる中ではありますが、各地域の実情を踏まえ
た土砂災害対策への「声」を関係方面にお届けいただくなど、なお一層のお力添えをお願い申し
上げてご挨拶とさせていただきます。 

 
                  令和 3 年 9 月 国土交通省砂防部長 三上 幸三 
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（一社）全国治水砂防協会理事長 挨拶 
 

 

 

会員の皆様へ 
 
 

残暑ことのほか厳しい今日この頃ですが、いかがお過ごしでしょうか。今年も豪雨
による災害が多く発生いたしております。お亡くなりになられた方のご冥福をお祈り
し、被害にあわれた皆様に心からお見舞いを申し上げます。 
 

災害多発の中、来年度予算の概算要求が取りまとめられました。今回も三上砂防
部長からご挨拶をいただいておりますが、その中で、概算要求のポイントが分かりや
すく示されております。合わせて、砂防関係の概算要求説明資料を砂防部からいた
だきました。地域社会の「いのち」と「くらし」を計画的に守るため、必要な予算を引き
続き確保することが何よりも重要です。地域の声をしっかりと関係機関にお届けし、 
国土強靭化計画を加速化していく必要があります。 
 
 そのため、当協会といたしまして、会員の皆様にアンケート調査を行うことといたして
おります。地域の声を集約し、今後の砂防行政にその声を反映し、必要な予算を確
保できるよう努力してまいります。このアンケート調査が大きな意味を持ちますので、
是非ともご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
 
 また、協会行事に関してお詫びがございます。10 月 28 日～29 日に宮城県内にて
予定いたしておりました「砂防現地視察と討論会」は新型コロナウィルス感染拡大防
止の観点からとりやめとさせていただきます。誠に残念ではありますが、どうかご理解
の程お願い申し上げます。また時期をみて開催させていただきたいと考えておりま
す。 
 
  新型コロナウィルスの猛威がなかなか収まりません。大変に心配なことです。どう
か一層のご自愛をお願い申し上げます。 
 
 

 
 

令和 3 年 9 月 3 日 
 

一般社団法人 全国治水砂防協会 
理事長 大野 宏之 

 



SABO NEWS LETTER  4頁



SABO NEWS LETTER  5頁



SABO NEWS LETTER  6頁



SABO NEWS LETTER  7頁



SABO NEWS LETTER  8頁


	①目次 
	②部長挨拶
	③理事長挨拶
	④国土交通省提供資料



